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第 2 章「評判への関心と利他行動の関連」では，まず評判への関心を 2 つに区分で


















手がかりは利他行動を促進していた。研究 3B では市民 400 人によるオンライン実験
の結果，評判手がかりは社会的規範にかかわらず利他行動に影響していなかった。以
上の 2 つの研究をもとに，結果が一貫しないことの原因や現象の有無を考察している。 
第 5 章「極端な利他行動に対する評判」では，研究 4 において，社会的規範から外
れた極端な利他行動に対する評判を検討している。研究 4A では市民 682 人, 4B では
市民 600 人を対象に実験を行い，社会的規範から外れた利他行動である全額分配行為
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者への好意評価は，平等分配行為者への好意評価よりも平均的に低くいことを見出し
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にする心理的選好  (評判への関心) と利他行動の関連が明らかとなっていないことを指
摘して，その解明を目指したところに本研究の着眼点の鋭さがある。 
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